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 我々は、次世代のスピントロニクス技術において新たな情報媒体としての活用が期待されて

いる磁気スキルミオン（ナノメートルスケールの渦状磁気構造体）に関して、複数の量子ビー

ムを活用して観測することを進めてきており、特に、応用展開を目指すうえで重要となる外場

（電場、電流、圧力など）による磁気スキルミオンの応答を解明することを主眼に研究を行っ

てきた。J-PARC MFL の中性子小角散乱実験装置「大観（TAIKAN）」においては、一軸圧力

を印加しながら中性子散乱を観測できる試料ホルダを開発し、磁気スキルミオンが発現するカ

イラル磁性体 MnSi に一軸応力を印加することで磁気スキルミオンを生成・消滅できることを

観測することに成功した[1]。これにより「応力」という新たな外場が磁気スキルミオンの制御

に有効であることを示すことができた。また、放射光施設 Photon Factory（PF）においては、

軟 X 線を用いることで磁気スキルミオンを観測することに成功した[2]。この計測手法は微小な

試料に対しても磁気散乱を観測することができるためデバイス形状の試料に対しても磁気スル

ミオンを観測できる特長がある。これを活用し、絶縁体で磁気スキルミオンが発現するカイラ

ル磁性体 Cu2OSeO3 において、「電場」によって磁気スキルミオンを生成・消滅させられるこ

とを実証することに成功した[3]。従来、「電流」によって磁気スキルミオンを駆動できること

は観測されていたが、「電場」によって制御可能であることを実証したことで、ジュール熱を発

生しない省電力のデバイス開発への応用が期待される。今後は、パルス中性子やコヒーレント

軟 X 線などの量子ビームの特性を活かし、より実デバイスに近い試料に対して外場制御下にお

ける磁気スキルミオンの観測を目指していく。 
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図： 中性子と軟X線のマルチプローブによる磁気スキルミオンの外場制御観測 (一部参考文献1より引用，及び改変)
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